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序論 
　ローマ帝国第二代のティベリウス帝 (在位14-37) 
の世に出現したキリスト教はたびたび弾圧を受けた
にもかかわらず拡大を続け, 二世紀末には帝国の全
域にまで広がった。この宗教の発端はイエスという
人物が「私は神より遣わされた」として始めた街宣
活動であり, イエス自身にどの程度の自覚があった
のか不明だが, 本人が悲惨な最期を遂げたことによ
り逆に生前の彼の言行は高度な象徴性を帯びること
になった。残された弟子たちは彼の死に宗教的意味
を見出そうと躍起になり, かくしてイエスは神格化
されるようになった。
　――　天地を創造した唯一の神はナザレのイエス
　　　　を地上に遣わした。
　―― イエスは神の子だったのであり, だからこ
　　　　そ十字架に架けられて死んでも三日後に復
　　　　活した。
　―― 神がイエスを遣わした目的は, 彼を救世主
　　　　として信じる者に永遠の生命を与えるため
　　　　であった。
── やがて世界の終わりの日が来る。その時, イ
　　　エスは再び現われて, すべての人間を天国と
　　　地獄へ審判する。
　こうして本来はユダヤの民を大国の隷属から解放
する政治的指導者を意味した「メシア」は, すべて
の人を死から解放する救済者「キリスト」という霊
的な概念に変った。
　だが合理的に考えれば, キリスト教の主張は不条
理である。天地の創造主と言うが,「宇宙は永遠に
して無限」と考えることも可能であるから, 創造者
などいなくても構わないだろう。また, 死んだ人間
が復活したというのは実は死んではいなかったとい
うことであるから論理的に矛盾しているし, 誰も見
たことのない神が何を考えているのか誰にも分から
ないだろう。となればこの世の終わりを云々しても
無駄ではないか。
　古代の懐疑主義を代表する二世紀後半のセクスト
ス・エンペイリコスは神の存在について明確に疑義
を呈している。
　「……いかにして我々は神の概念を得ることがで
　　きようか ―― 神の実体であれ, 形であれ, 存
　　在している場所であれ, 同意された事柄を我々
　　は何一つもっていないとすれば」1)
　神がいるかどうかも分からない以上, そんな神の
性質を云々しても無駄である。
　「……ちょうどディオンを知らない人は, またデ
【要旨】人間の認識能力の限界に突き当たり懐疑主義に陥った哲学は, 慈悲深い神の存在を前提とする神学へ
と変化した。だが12世紀に入りアリストテレスの哲学が知られるようになると, 聖書との矛盾から神学と哲学
の違いが意識されるようになった。事態を憂慮した神学者たちは神学を哲学から守ろうとするうちに矛盾し
た主張を応酬するようになり, 結果として神学の権威が損なわれることになっていった。
全体の構成は次の通りである。
　１章はアウグスチヌスから修道院神学まで。
　２章はスコラ哲学の発生とアリストテレスの流入。
　３章は13世紀後半における神学と哲学の関係。
　４章はトマスの神学をめぐるドミニコ会とフランシスコ会の論争。
読者は, 神学者たちが「絶対確実な知識」として神学をどんなに称揚しても, 人間の限られた認識能力の前で
は虚しい理想にすぎないことに中世の人々が次第に気づいていったことを理解できよう。
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Abstract: Confronting the limits of human cognition, ancient philosophers voluntarily became theologicians in order to overcome 
skepticism towards the suppositions that a merciful god illuminates mankind’s natural reason and helps us to know the truth.
However, from the 12th century, when many of Aristotle’s works were introduced in Western Europe, people began to notice the 
contradictions between theology and philosophy.Though most theologicians attempted to defend theology against Aristotelian 
rationalism, the discussion exchanged among them were ultimately unproductive. As a result, the authority of theology was shaken 
and people began to question its truthfulness.The outline of this treatise is as follows.
1.From Augustinus to monastic theology
2.The rise of scholasticism and an influx of Aristotelianism
3.The relationship between theology and philosophy in the late 13th century
4.The Theological controversy between Dominicans and Franciscans
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